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は
じ
め
に

佐
藤　

哲
夫

　

広
島
市
立
大
学
広
島
平
和
研
究
所
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
の
第
七
号
と
な
る
本
書
は
、
広
島
平
和
研
究
所
が

二
〇
一
九
年
に
開
催
し
た
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
連
続
市
民
講
座
の
講
演
内
容
を
も
と
に
、
市
民
向
け
の

分
か
り
や
す
い
概
説
書
を
目
指
し
て
編
集
し
た
も
の
で
あ
る
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
市
民
講
座
は
、
大
き
く

内
容
が
異
な
る
た
め
、
二
部
構
成
と
し
て
い
る
。

　

第
Ⅰ
部
は
「
核
兵
器
と
反
人
道
罪
の
な
い
世
界
へ
」
と
題
し
、
二
〇
一
九
年
一
二
月
に
開
催
し
た
国
際

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
約
二
八
〇
名
に
及
ぶ
多
数
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
得
た
）
に
基
づ
く
。

【
概
要
】

　

二
〇
一
七
年
の
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
に
続
い
て
、
二
〇
一
八
年
に
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
し
た
の
が
人
道
に
対
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す
る
犯
罪
の
根
絶
を
求
め
る
イ
ラ
ク
の
ヤ
ジ
デ
ィ
教
徒
ナ
デ
ィ
ア
・
ム
ラ
ド
さ
ん
と
コ
ン
ゴ
民
主
共
和
国

の
デ
ニ
・
ム
ク
ウ
ェ
ゲ
医
師
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
核
被
害
を
含
む
深
刻
な
人
権
侵
害
に
対
す
る
国
際
社
会

の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
核
兵
器
禁
止
条
約
の
採
択
や
国
際
刑
事
裁

判
所
の
創
設
と
活
動
に
例
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
究
極
の
暴
力
で
あ
る
核
兵
器
や
人
道
に
対
す
る
犯
罪
を
規

制
・
廃
絶
す
る
た
め
の
法
制
度
が
形
成
・
整
備
さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
裏
付
け
ら
れ
る
。
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
人
道
に
対
す
る
犯
罪
な
ど
の
深
刻
な
人
権
侵
害
の
根
絶
と
い
う
課
題
に
対
す
る
国
際
社

会
の
取
り
組
み
の
過
去
と
現
在
を
、
特
に
国
際
刑
事
裁
判
所
を
中
心
と
す
る
実
施
の
仕
組
み
の
観
点
か
ら

検
討
し
、
今
後
の
課
題
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
私
た
ち
市
民
社
会
の
行
動
に
つ
い
て
も
考
え
る
機

会
と
し
た
。

　

な
お
、
第
Ⅰ
部
の
本
文
各
章
を
お
読
み
い
た
だ
く
際
に
、
次
の
二
点
に
ご
留
意
い
た
だ
き
た
い
。

　

第
一
点
は
、「
反
人
道
罪
」
と
い
う
用
語
に
つ
い
て
で
あ
る
。
こ
れ
は
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
企
画
担
当
者

に
よ
る
造
語
で
あ
り
、
一
般
市
民
向
け
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
タ
イ
ト
ル
と
し
て
、
分
か
り
や
す
く
簡
潔
で

あ
り
、
か
つ
法
律
専
門
用
語
に
よ
る
拒
否
反
応
を
回
避
す
る
な
ど
の
考
慮
を
優
先
し
た
こ
と
に
基
づ
く
苦

肉
の
策
で
あ
る
。
結
果
と
し
て
多
数
の
参
加
者
を
確
保
す
る
こ
と
は
で
き
た
が
、「
反
人
道
罪
」
と
い
う
用

語
の
厳
密
な
定
義
を
明
確
に
せ
ず
に
使
用
し
た
た
め
、
こ
の
用
語
の
使
用
法
に
つ
い
て
、
以
下
の
点
を
踏
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ま
え
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
る
。

　

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
先
の
【
概
要
】
に
記
し
た
よ
う
に
、「
人
道
に
対
す
る
犯
罪
」
の
根
絶
を
主
な
柱

と
し
て
企
画
さ
れ
て
お
り
、「
反
人
道
罪
」
と
い
う
用
語
で
は
、
ま
ず
「
人
道
に
対
す
る
犯
罪
」
を
念
頭
に

置
く
。
し
か
し
、
国
際
社
会
に
よ
る
「
人
道
に
対
す
る
犯
罪
」
の
根
絶
に
向
け
た
対
応
に
お
い
て
は
、
当

然
な
が
ら
、「
集
団
殺
害
犯
罪
」
な
ど
類
似
の
「
反
人
道
」
的
な
犯
罪
と
合
わ
せ
て
取
り
組
ま
れ
て
き
た
。

こ
の
意
味
で
、
例
え
ば
本
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
の
第
４
章
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
犯
罪
を
含
む
も
の
と
し
て
、

「
反
人
道
罪
」
と
い
う
用
語
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、「crim

es against hum
anity

」
は
、
従
来
、

「
人
道
に
対
す
る
罪
」
と
訳
さ
れ
て
き
た
が
、「
国
際
刑
事
裁
判
所
に
関
す
る
ロ
ー
マ
規
程
」
の
公
定
訳
が
、

「
人
道
に
対
す
る
犯
罪
」
と
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
こ
こ
で
は
「
人
道
に
対
す
る
犯
罪
」
と
し
て
い
る

が
、
各
章
の
執
筆
者
の
選
択
に
委
ね
て
い
る
。

　

第
二
点
は
、「
人
道
に
対
す
る
犯
罪
」
と
「
核
兵
器
の
廃
絶
」
と
の
組
み
合
わ
せ
に
つ
い
て
で
あ
る
。
本

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
当
初
、「
人
道
に
対
す
る
犯
罪
」
の
根
絶
を
主
な
柱
と
し
て
企
画
さ
れ
、
国
際
刑
事
裁

判
所
と
国
連
人
権
理
事
会
の
二
つ
の
機
関
に
重
点
を
置
く
形
で
そ
の
取
り
組
み
を
検
討
す
る
こ
と
を
考
え

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
広
島
で
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
し
て
共
催
機
関
か
ら
の
希
望
を
受
け
、
副
次
的
な
柱

と
し
て
「
核
兵
器
の
廃
絶
」
を
立
て
る
こ
と
と
し
、
そ
の
た
め
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
全
体
の
切
り
口
を
国
際
刑
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事
裁
判
所
に
一
本
化
す
る
一
方
で
、
検
討
対
象
の
主
な
柱
と
し
て
「
人
道
に
対
す
る
犯
罪
」
を
、
副
の
柱

と
し
て
「
核
兵
器
の
廃
絶
」
を
位
置
づ
け
る
こ
と
と
し
た
。
従
来
、「
核
兵
器
の
廃
絶
」
は
「
戦
争
犯
罪
」

の
観
点
か
ら
扱
わ
れ
て
き
た
わ
け
で
あ
り
、「
戦
争
犯
罪
」
の
観
点
か
ら
国
際
刑
事
裁
判
所
と
「
核
兵
器
の

廃
絶
」
と
を
結
び
つ
け
る
議
論
に
は
十
分
な
内
容
が
あ
る
。
他
方
で
、「
人
道
に
対
す
る
犯
罪
」
の
観
点
か

ら
国
際
刑
事
裁
判
所
と
「
核
兵
器
の
廃
絶
」
と
を
結
び
つ
け
る
議
論
に
は
、
取
り
上
げ
る
だ
け
の
十
分
な

内
容
が
あ
る
か
否
か
に
つ
い
て
、
確
信
が
持
て
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
「
人
道
に
対
す
る
犯

罪
」
と
「
核
兵
器
の
廃
絶
」
と
の
組
み
合
わ
せ
に
論
理
的
可
能
性
が
あ
る
以
上
は
、
こ
の
組
み
合
わ
せ
に

よ
っ
て
は
じ
め
て
見
え
て
く
る
風
景
が
あ
る
か
も
し
れ
ず
、
こ
の
意
味
で
試
行
的
な
検
討
を
第
３
章
に
お

い
て
行
っ
て
い
た
だ
い
た
。

　

第
Ⅰ
部
の
も
と
に
な
っ
て
い
る
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
核
兵
器
と
反
人
道
罪
の
な
い
世
界
へ
」

日
時　

二
〇
一
九
年
一
二
月
一
五
日
（
日
）
一
三
時
三
〇
分
～
一
六
時
三
〇
分

会
場　

広
島
国
際
会
議
場　

地
下
二
階　

ヒ
マ
ワ
リ

主
催　

広
島
市
立
大
学
・
中
国
新
聞
社
・
長
崎
大
学
核
兵
器
廃
絶
研
究
セ
ン
タ
ー

後
援　

広
島
市
・（
公
財
）
広
島
平
和
文
化
セ
ン
タ
ー
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基
調
講
演
者　
　

尾
﨑
久
仁
子
（
国
際
刑
事
裁
判
所
前
判
事
）

特
別
講
演
者　
　

平
岡
敬
（
元
広
島
市
長
）

報
告
者　
　

真
山
全
（
大
阪
大
学
大
学
院
国
際
公
共
政
策
研
究
科
教
授
）

　
　
　
　
　

望
月
康
恵
（
関
西
学
院
大
学
法
学
部
教
授
）

　
　
　
　
　

瀬
谷
ル
ミ
子
（
日
本
紛
争
予
防
セ
ン
タ
ー
理
事
長
）

討
論
者　
　

吉
田
文
彦
（
長
崎
大
学
核
兵
器
廃
絶
研
究
セ
ン
タ
ー
長
）

　
　
　
　
　

宮
崎
智
三
（
中
国
新
聞
社
論
説
主
幹
）

中
国
新
聞
ジ
ュ
ニ
ア
ラ
イ
タ
ー
（
中
高
生
記
者
）

モ
デ
レ
ー
タ
ー　
　

佐
藤
哲
夫
（
広
島
市
立
大
学
広
島
平
和
研
究
所
教
授
）

　

第
Ⅱ
部
は
「
ア
ジ
ア
の
平
和
と
ガ
ヴ
ァ
ナ
ン
ス
」
と
題
し
、
二
〇
一
九
年
一
〇
月
～
一
一
月
に
開
催
し

た
連
続
市
民
講
座
（
一
〇
〇
名
近
く
に
及
ぶ
多
数
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
得
た
）
に
基
づ
く
。

【
概
要
】

　

冷
戦
終
結
後
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
進
展
す
る
一
方
で
、
今
日
、
猛
暑
、
集
中
豪
雨
、
地
球
温

暖
化
と
い
っ
た
地
球
環
境
問
題
を
は
じ
め
、
核
戦
争
の
危
機
、
国
際
テ
ロ
、
貧
困
な
ど
国
際
安
全
保
障
環

境
に
対
す
る
脅
威
も
深
刻
化
し
て
い
る
。
ま
た
、
ソ
連
と
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
の
分
裂
を
機
に
欧
州
お

よ
び
ア
フ
リ
カ
各
地
で
民
族
や
宗
教
の
相
違
な
ど
に
基
づ
く
内
戦
が
勃
発
し
、
難
民
・
避
難
民
の
数
も
急
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増
し
て
い
る
。

　

他
方
で
、
冷
戦
の
終
結
後
の
ア
ジ
ア
で
は
軍
事
的
緊
張
が
続
い
て
い
る
。
イ
ン
ド
、
パ
キ
ス
タ
ン
、
北

朝
鮮
が
核
開
発
を
行
い
核
戦
争
の
脅
威
は
深
刻
化
し
、
中
国
の
軍
事
大
国
化
と
そ
れ
が
も
た
ら
す
南
シ
ナ

海
の
海
洋
安
全
保
障
問
題
、
北
朝
鮮
の
核
開
発
に
よ
る
軍
事
的
緊
張
な
ど
を
前
に
し
て
、
ア
ジ
ア
に
お
け

る
軍
事
ガ
ヴ
ァ
ナ
ン
ス
の
構
築
は
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
事
態
を
踏
ま
え
て
、
今
日
の
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ガ
ヴ
ァ
ナ
ン
ス
の
構
築
を
阻
む
要
因
は
何

で
あ
る
の
か
、
ア
ジ
ア
域
内
に
ガ
ヴ
ァ
ナ
ン
ス
の
制
度
構
築
は
可
能
で
あ
る
の
か
、
な
ど
の
問
題
意
識
を

念
頭
に
お
い
て
、
ア
ジ
ア
の
平
和
と
ガ
ヴ
ァ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て
考
え
た
。

　

第
Ⅱ
部
の
も
と
に
な
っ
て
い
る
連
続
市
民
講
座
は
、
以
下
を
予
定
し
た
。（
報
告
者
の
体
調
不
良
に
よ
り
、
順

番
は
、
吉
川
、
沖
村
、
大
芝
、
孫
、
佐
藤
に
変
更
し
た
。）

二
〇
一
九
年
度
連
続
市
民
講
座
「
ア
ジ
ア
の
平
和
と
ガ
ヴ
ァ
ナ
ン
ス
」

日
時　

二
〇
一
九
年
一
〇
月
四
日
～
一
一
月
一
日
（
毎
週
金
曜
日
）
一
八
時
〇
〇
分
～
一
九
時
三
〇
分

会
場　

広
島
市
ま
ち
づ
く
り
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
（
合
人
社
ウ
ェ
ン
デ
ィ
ひ
と
・
ま
ち
プ
ラ
ザ
）

第
一
回
（
一
〇
月
四
日
）　

大
芝
亮
（
広
島
平
和
研
究
所
所
長
・
特
任
教
授
）「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ガ
ヴ
ァ
ナ
ン
ス
論
の
現
状
と
課
題
」

第
二
回
（
一
〇
月
一
一
日
）　

沖
村
理
史
（
広
島
平
和
研
究
所
教
授
）「
地
球
環
境
問
題
と
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ガ
ヴ
ァ
ナ
ン
ス
」
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第
三
回
（
一
〇
月
一
八
日
）　

吉
川
元
（
広
島
平
和
研
究
所
特
任
教
授
）「
安
全
保
障
共
同
体
論
の
現
状
と
課
題
」

第
四
回
（
一
〇
月
二
五
日
）　

孫
賢
鎮
（
広
島
平
和
研
究
所
准
教
授
）「
東
ア
ジ
ア
の
軍
事
・
核
ガ
ヴ
ァ
ナ
ン
ス
の
障
害
」

第
五
回
（
一
一
月
一
日
）　 

佐
藤
哲
夫
（
広
島
平
和
研
究
所
教
授
）「
国
際
連
合
に
よ
る
集
団
安
全
保
障
制
度
の
理
論
と
実
際
―
―
ア

ジ
ア
の
事
例
を
主
な
素
材
と
し
て
」

　

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
お
よ
び
連
続
市
民
講
座
に
つ
い
て
は
、
広
島
平
和
研
究
所
が
日
本
語
お
よ
び
英
語

の
両
言
語
で
発
行
し
て
い
る
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
（H

iroshim
a Research N

ew
s

）
第
二
二
巻
二
号
（
通
巻
五
八

号
）
お
よ
び
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
そ
の
詳
細
を
読
む
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
核
兵

器
と
反
人
道
罪
の
な
い
世
界
へ
」
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
二
〇
一
九
年
一
二
月
二
三
日
付
『
中
国
新
聞
』

一
一
面
に
掲
載
さ
れ
、
現
在
は
同
紙
「
ヒ
ロ
シ
マ
平
和
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上
で
も

閲
覧
可
能
で
あ
る
（「
核
兵
器
と
反
人
道
罪
の
な
い
世
界
へ
」
で
検
索
）。


